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研究成果の概要（和文）：　本研究では、2次元クロロフィル蛍光装置を利用し、光阻害耐性に変異を持つ植物の探索
を目的とした。
　薬剤処理で変異を誘発した個体とcontrolの野生型とを、2次元でのクロロフィル蛍光が測定可能なクロロフィル蛍光
測定装置を用いて比較することで、光阻害の程度が有意に野生型と異なるものを探索した。
　これまでに約7000個体で、スクリーニングを行い、118個体の変異体候補が探索されてきた。この得られた変異体候
補を用いて、詳細な形質評価を行う事で、どのような遺伝子が光阻害耐性に関わっているのかを明らかにし、光阻害お
よび光防御のメカニズムをより詳細に明らかにして行く事ができると考える。

研究成果の概要（英文）：  The objective of the present research is searching plant mutants related to phot
oinhibition tolerance, using a 2D chlorophyll fluorometer.
  Control plants and mutation induced plants were photoinhibited in high light condition, and the extent o
f photoinhibition was evaluated by a 2D fluorometer. Target plants which have significantly different tole
rance to photoinhibition were searched.
  About 7000 plants were screened and 118 mutant candidates were found. Detailed phenotyping of these muta
nts will lead to identification of genes related to photoinhibition tolerance. This will contribute to the
 elucidation of the mechanisms of photoinhibition and photoprotection.
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１．研究開始当初の背景 
 植物が行う光合成は、太陽エネルギーを利
用して、大気 CO2 と水から炭水化物を合成
することで、地球上の全生物の生存を支えて
いる。また、持続可能エネルギーとして近年
注目されるバイオ燃料も光合成によって生
成される。さらに、持続可能社会の実現のた
めには、現在の化石燃料に頼る合成樹脂や化
学繊維から脱却し、光合成由来の天然材料の
利用へと転換が求められている。 
 光は光合成に欠くことの出来ないエネル
ギーだが、強すぎる光は光合成器官に損傷を
与え、光合成の低下をもたらす。これは光阻
害と呼ばれ、農・林業生産物の収量低下をも
たらす。また、乾燥・高温といったストレス
下で光阻害は強まるため、荒廃地・不適土壌
といった場所での森林再生の妨げにもなっ
ている。光阻害メカニズムの解明は、農・林
業の生産向上、バイオ燃料生産技術の向上、
砂漠地帯や荒廃地での森林再生技術の向上
を介して、食料問題や地球温暖化問題といっ
た持続可能社会実現に向けた大きな課題の
解決に貢献できると考えられている。そのた
め、光阻害のメカニズム及び光阻害耐性機構
については多くの研究が進められている。し
かし、未だそのメカニズムには不明な部分が
多い。例えば、光阻害は主に光化学系 IIの失
活が原因とされているが、そのメカニズムに
は複数の異なる説が提唱され、しばしば論争
を引き起こしている。先日、植物生理分野の
権威的な国際誌の一つである Physiologia 
Plantarum（2011年 142巻 1号）において、
光阻害のメカニズムに関して特集号が組ま
れた事は、このテーマの重要性と注目度を表
している。 
 
２．研究の目的 
 光は植物が光合成を行うために必須なエ
ネルギー源であるが、強すぎる光は光合成器
官に傷害をもたらし、光合成活性や成長速度
を低下させる事が知られている。この現象は、
光阻害と呼ばれ、農林産物の生産を低下させ
る事から、世界的に広く注目され、そのメカ
ニズム及び植物自身が持つ回避能力につい
て多くの研究が成されている。しかし、いま
だそのメカニズムは不明な点が多く、回避方
法が明らかでないため、農林産物の生産量が
光阻害により２割も低下しているという報
告がある。 
 本研究では、申請者が所属する東北大学生
命科学研究科機能生態学分野が所有する、２
次元クロロフィル蛍光装置による変異体ス
クリーニングシステムを利用し、光阻害耐性
に変異を持つ植物を探索する事を目的とす
る。将来的にその変異体の光阻害耐性が異な
るメカニズムおよび関連遺伝子を明らかに
して行く事で、農林産物および有用植物の光
阻害耐性向上を介した生産向上が期待でき
る。 
 

３．研究の方法 
 EMS 処理により遺伝子の変異を誘発したシ
ロイヌナズナを生育し、光阻害修復機構を阻
害した状態で光阻害処理を行い、光阻害の程
度が野生株と有意に異なる個体をスクリー
ニングした。スクリーニングには２次元での
クロロフィル蛍光が測定可能なクロロフィ
ル蛍光測定装置を用いた。これにより、スク
リーニングの効率は飛躍的に上昇した。 
  
 材料と生育条件 
 材料には、Ethyl methanesulfonate(EMS)
を処理し、遺伝子の変異を誘発したシロイヌ
ナズナ(Arabidopsis thaliana L.)トライコ
ーム欠損変異体 glabra1(gl1)の M2 個体群お
よび野生株Columbia(Col-0)のM2個体群を使
用した。これらの個体を下記の生育条件で生
育し、スクリーニングした。スクリーニング
時の control には EMS 処理を行っていない
Col-0 および gl1 を使用し、比較した。 
 ロックウール上に播種し、所属研究室が所
有するグロースチャンバー(Biotron、日本医
化器械製作所)にて、白色光を次の周期で照
射して生育した（160 μmol m-2 s-1:4.5 時間、
600 μmol m-2 s-1:1 時間、160 μmol m-2 
s-1:4.5 時間、0 μmol m-2 s-1:14 時間）。気
温は 20℃、相対湿度は 60%で生育。栄養塩は
ハイポネックス(ハイポネックスジャパン、
N : P : K; 6 : 10 : 5)を水で１０００倍に
希釈して与えた。 
 
 
光阻害処理方法 
 ロックウール上に生育したシロイヌナズ
ナから葉を採取し、光阻害修復系阻害剤であ
るリンコマイシン溶液を入れた容器に入れ、
リンコマイシン溶液を吸わせる。これにより、
葉にリンコマイシンが蓄積し、光阻害修復系
が阻害される事は既に先行研究で確認され
ている。その後、白色光(1000 μmol m-2 s-1)
で１時間光阻害処理を行い、その後３０分間、
暗黒下で熱放散による見かけの光合成活性
の低下を回復させる。 
 
 
スクリーニング方法 
 光阻害処理したシロイヌナズナの葉を容
器ごと二次元クロロフィル蛍光測定装置
（FluorCam, Photon Systems Instrument）
内に移し、最小クロロフィル蛍光強度(Fo)お
よび最大クロロフィル蛍光強度(Fm)を測定
し、光化学系活性と相関が高いFv/Fm (Fv = Fm 
– Fo)から光阻害の程度を測定した。Fv/Fm の
低下がControlより有意に異なるものをスク
リーニングする事で、光阻害メカニズムに関
わる変異体を探索した。 
 
４．研究成果 
 約 7000 個体で、一次スクリーニングを行
い、118 個体の変異体候補が探索されてきた。



（光阻害の感受性が高いものが 98 個体、光
阻害耐性が高いものが 12 個体、挙動に顕著
な違いが見られたものが 8 個体。）この得ら
れた変異体候補を用いて、詳細な形質評価を
行う事で、どのような遺伝子が光阻害耐性に
関わっているのかを明らかにし、光阻害およ
び光防御のメカニズムをより詳細に明らか
にして行く事ができると考える。 
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